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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
災
害
時
の
踏
切
道
の
管
理
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
優
先
的
に
速
や
か
に
開
放
す
る
踏
切
の
指
定
等
」
に
つ
い
て
は
、
鉄
軌
道
事
業
者
、
消
防
等
の
関
係
者
に
お

い
て
、
緊
急
交
通
路
指
定
予
定
路
線
、
地
域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
た
緊
急
輸
送
道
路
又
は
各
種
防
災
拠
点
、
重
要
防
護
施

設
等
を
連
絡
す
る
道
路
上
に
あ
る
踏
切
等
を
対
象
に
指
定
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
二
年
十
二
月

時
点
で
、
検
討
対
象
と
な
っ
た
約
千
五
百
か
所
の
踏
切
の
う
ち
約
千
二
百
か
所
が
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
駅
員
に
対
す
る
踏
切
の
遮
断
機
の
操
作
に
係
る
教
育
実
施
の
状
況
」
を
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
が
、
例
え
ば
、
複
数
の
鉄
道
事
業
者
に
お
い
て
、
一
年
に
一
回
程
度
の
頻
度
で
、
駅
員
に
対
す
る
踏
切
の
遮
断
機
の
操

作
方
法
に
係
る
教
育
や
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
災
害
」
に
つ
い
て
は
、
地
震
、
暴
風
、
豪
雨
、
津
波
等
の
異
常
な
自
然
現
象
又
は
大
規
模
な
火
事
若
し
く
は

事
故
に
よ
る
被
害
を
想
定
し
て
い
る
。 



 

２ 

 

四
に
つ
い
て 

 
 

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
前
段
は
、
「
自
己
又
は
他
人
の
生
命
、
身
体
、
自
由
又
は

財
産
に
対
す
る
現
在
の
危
難
を
避
け
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
に
し
た
行
為
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
害
が
避
け
よ
う
と
し

た
害
の
程
度
を
超
え
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
、
罰
し
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
行
為
に
係
る

犯
罪
の
成
否
に
つ
い
て
は
、
捜
査
機
関
が
収
集
し
た
証
拠
に
基
づ
い
て
個
々
に
判
断
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
た
め
、
一
概
に
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


